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萩まちあるきマップ相島への行き方

平成29年度文化庁文化芸術振興費補助金
（文化遺産総合活用推進事業）

R5.★ 現在

相島は、阿武火山群の火山のひとつで、約７万年前に陸上で噴火した
溶岩台地です。後に海面が上昇し、テーブルのような形が特徴的な日本
海に浮かぶ島となりました。島の周囲には、自然が造り出した断がいや
奇岩も多く見られます。
相島に人が移り住んだのは、平安時代の終わり頃（1100年終わり）とい

われています。また、室町時代の1500年初めの記録には、すでに「僾
��

島
��

」
という地名が見られ、この頃から「アイシマ」と呼ばれていたようです。
島の内側に整然と積まれた石垣は耕地や宅地を増やすために長い年月
をかけ自分たちで築いたもので、島内各所に人の「手」が見える風情あ
る工作物を見ることができます。畑を大事にし農業が盛んな相島では、
スイカ、葉タバコ、サツマイモなどを丹精こめて栽培しています。漁業
では、浅海漁が盛んでサザエやアワビなどが多く水揚げされます。
日常とは違った、心豊かになるハート形の島・相島で、ゆったりとし
た「島時間」を感じてみませんか？

宿泊には予約が必要ですので、電話で
お問い合わせください。
お食事についてはご相談ください。

相島の甘いサツマイモを使った郷土料理です。

TEL 0838-25-8602

田中旅館
施設のご案内

相島季節暦

編 集

発 行

相島有志
（相島小中学校・あいあいふぁみーゆ）
萩まちじゅう博物館文化遺産活用事業実行委員会

相島へは、萩商港から定期船「あいしま」が
就航しています。

＊食の時期はおおよその旬を表しています。

相島の郷土料理レシピ

萩 相島→
08:20　　09:00
13:20　　14:00
17:00　　17:40

相島 萩→
07:20　　08:00
12:15　　12:55
15:50　　16:30

便
１
２
３
運賃（片道）：大人620円、小人310円、中学生440円　

※15名以上団体割引あり。往復切符はありません。
つり道具（クーラーボックスなど）は荷物受付所へ。
※見島航路の定期船がドック入りした場合は１日２便。

問合せ：萩海運有限会社　TEL 0838-25-2040　　　　　　　
住　所：山口県萩市大字東浜崎町菊ヶ浜139番1（萩商港）
駐車場：120台　１日300円（30分以内は無料）

相島は、明治22年（1889）に羽
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の６つの島が合わさって六島村と名付けられ、昭和30年に萩市と合併す
るまで1つの村となっていました。
「あいしま」という地名が登場する最も古いものは、室町時代（1508）
に書かれた「大井八幡宮御済納米銭役人文書」という資料です。大井八幡
宮は現在の萩市・阿武郡の中心となった神社です。 
この記録には「相島」ではなく「僾島」と記されています。「僾」とは

「かすかに見える」という意味で
す。六島のうちで相島が大井から
一番遠くにあり、かすかに見える
ことから、このような漢字が当て
られたのかもしれません。また、
昔は藍染めの「藍」を栽培して栄
えていた時代があり、その頃は
「藍島」というように読み書きし
ていたともいわれています。

相島の地名

昔、大日
だいにち
如来
にょらい
様が、見島に漂着し

たが拾われず、相島に漂着した時
に住民から拾われ祭られたことか
ら、そのお礼に、相島を木に不自由
しない島にしてくれたという言い
伝えがあります。しかし観音様は、

相島では拾われずに見島で拾われ祭られました。
そのお礼に、見島はお米に不自由しない島にして
くれたと伝えられています。
このように、大日如来様を祭る

ためにお堂を建立して安置したこ
とが今に伝えられています。

大日如来堂の言い伝え

大井八幡宮御済納米銭役人文書（萩博物館蔵）

このマップは萩まちじゅう博物館の各エリアのおたからを紹介する
マップとしてシリーズで発行しています。詳しくは萩まちじゅう
博物館 おたからWEBサイトでチェック!!

www.city.hagi.lg.jp/site/machihaku/




